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森林・林業基本計画変更に当たっての検討の視点（案）

現行計画 検討の視点

第１ 森林及び林業に関する施策についての基本的な方針
森林は、国土の保全、水源のかん養、林産物の供給等 現行計画策定後における、次のような情勢変化と、施策の

の多面的機能を有しており、森林に対する国民の多様な 効果に関する評価を踏まえた施策の見直しの必要性を整理
要請に応えるため、森林の適正な整備・保全、林業の持 ① 国土の保全、水源のかん養、環境の保全、地球温暖化防
続的かつ健全な発展、林産物の供給・利用の確保が図ら 止をはじめ、国民の森林に対する要請が多様化・高度化
れる必要 ② 京都議定書の目標達成のための森林吸収源対策の必要性

基本法の理念の実現を図るため、民有林と国有林を通 の増大
じた川上から川下までの流域を基本とし、国民の参加と ③ 降水量の偏在化、局地的豪雨の頻発等による山地災害の
合意を得て、森林・林業に関する施策を総合的かつ計画 多発や地域的な渇水の発生
的に推進し、人と自然が共生する森林の世紀の実現に努 ④ 手入れが必要な高齢級の森林の増加
力 ⑤ 立木価格の下落、不在村化、高齢化等による林業生産活

動の停滞
⑥ 地域材供給量の低下傾向の下げ止まり、近年は増加の兆１ 森林の有する多面的機能の発揮

・ 長期的な視点に立ちつつ、森林の生態的特性等を踏 し
まえた適正な整備及び保全の推進 ⑦ 小規模な製材工場や多段階の流通により木材産業は依然

・ 山村への定住促進等による森林施業の実施に不可欠 として高コスト構造
な活動の確保 ⑧ 地域材利用拡大のための普及啓発や木質バイオマスの利

・ 国民の森林整備・保全活動への参加の促進と都市と 用、海外輸出等新たな市場拡大への取組の増加、違法伐採
山村との共生・対流の推進 問題の顕在化

２ 林業の持続的かつ健全な発展
・ 効率的かつ安定的な林業経営を担い得る者の育成、 また、施策の見直しに当たっての基本的な視点を整理

確保とこれらの者を中心とする林業構造の確立
・ 林業労働者の福祉の向上による人材の育成及び定着

の促進
３ 林産物の供給及び利用の確保

・ 品質や性能が明確で需要者のニーズに応じた製品を
低コストで安定的に供給する体制の整備

・ 森林所有者をはじめ素材生産から製品販売に至るす
べての関係者の意識の醸成

・ 木材利用に関する国民への普及啓発、バイオマスエ
ネルギー等の新たな需要の拡大

１-３
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現行計画 検討の視点

第２ 森林の有する多面的機能の発揮並びに林産物の供給及
び利用に関する目標

１ 基本的考え方
森林所有者等の森林の整備・保全や林業、木材産業等 現行計画に掲げる目標達成のためのシナリオとその実現に

の事業活動や林産物の消費に関する指針として設定 向けた取組の効果・問題点等について整理（森林の有する多
面的機能の発揮に関する取組の検証）

２ 森林の有する多面的機能の発揮に関する目標
（１）目標の意義

森林所有者等の理解を深めるとともに、計画的かつ
効果的な整備を進める上での指針

（２）目標の定め方
重視すべき機能に応じて森林を「水土保全林 「森 （５）の目標を踏まえて整理」、

林と人との共生林 「資源の循環利用林」に区分し、」、
関係者が取り組むべき課題が解決された場合に実現可
能な森林の状態を目標として提示

（３）望ましい森林の姿とその誘導の考え方
近年の森林の整備・保全の状況等を踏まえて整理①水土保全林

高齢級の森林及び広葉樹導入を含めた育成複層林へ
の誘導等

②森林と人との共生林
自然環境等の保全及び森林環境教育や健康づくりの
場の創出等

③資源の循環利用林
適切な施業の選択及び効率的・安定的な木材資源の
活用等

（４）森林の有する多面的機能の発揮に関する課題
①多面的な機能の発揮のための森林の管理の推進 上記の検証の結果を踏まえ、目標実現のために解決する必
②森林の区分に応じた路網整備と作業システムの導入 要がある課題について、その達成のために重点的に取り組む
③広く国民に開かれた森林の整備及び利用の推進 べき事項を中心に整理
④山村地域の活性化
⑤地球温暖化防止への貢献
⑥森林関連データの整備
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現行計画 検討の視点

（５）森林の有する多面的機能の発揮に関する目標
10年後（平成22年）及び20年後（平成32年）におけ 10年後（平成27年）及び20年後（平成37年）における目標
る、 値を提示。望ましい森林の姿を実現するために適切な目標の

①森林の３区分毎の育成単層林、育成複層林及び天然 あり方について検討
生林面積

②総蓄積及びha当たり蓄積
③総成長量及びha当たり成長量

３ 林産物の供給及び利用に関する目標
（１）目標の意義

関係者の行う事業活動や一般消費者を含めた需要者 現行計画に掲げる目標達成のためのシナリオとその実現に
にとっての木材の消費に関する指針 向けた取組の効果・問題点等について整理（林産物の供給及

び利用に関する取組の検証）
（２）目標の定め方

森林の区分毎にふさわしい施業が実施された場合に （４）の目標を踏まえて整理
供給される木材供給量及び関係者が取り組むべき課題
が解決された場合に実現可能なその利用量を目標とし
て提示

（３）林産物の供給及び利用に関する課題
上記検証の結果を踏まえ、目標実現のために解決する必要●林業の持続的かつ健全な発展

①望ましい林業構造の確立 がある課題について、その達成のために重点的に取り組むべ
②労働力の育成確保 き事項を中心に整理

●木材の供給及び利用の確保
①木材利用の意義についての国民の理解
②木材利用の拡大と多角化
③木材産業の構造改革

（４）林産物の供給及び利用に関する目標
10年後（平成22年）における、 10年後（平成27年）における目標値を提示

・木材供給量
・用途別の利用の目標及び総需要量
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現行計画 検討の視点

第３ 森林及び林業に関し、政府が総合的かつ計画的に講ず
べき施策

１ 森林の有する多面的機能の発揮に関する施策
（１）森林の整備の推進
（２）森林の保全の確保
（３）技術の開発及び普及
（４）山村地域における定住の促進
（５）国民等の自発的な活動の促進
（６）都市と山村の交流等
（７）国際的な協調及び貢献

第１及び第２に掲げる方針及び課題を踏まえ、政府が総合２ 林業の持続的かつ健全な発展に関する施策
的かつ計画的に講ずべき施策について体系的に整理（１）望ましい林業構造の確立

（２）人材の育成及び確保
（３）林業労働に関する施策
（４）林業生産組織の活動の促進
（５）林業災害による損失の補てん
３ 林産物の供給及び利用の確保に関する施策
（１）木材産業等の健全な発展
（２）林産物の利用の促進
（３）林産物の輸入に関する措置
４ 国有林野の管理及び経営の事業
５ 団体の再編整備に関する施策
（１）森林組合系統組織
（２）団体間の連携の強化

第４ 森林及び林業に関する施策を総合的かつ計画的に推進
するために必要な事項

１ 施策の評価と見直し
最近における諸情勢を踏まえ所要の事項を整理２ 財政措置の効率的かつ重点的な運用

３ 情報の公開と国民の意見の反映
４ 国と地方の役割分担及び多様な主体の参加と連携
５ 国際規律との調和等
６ 定期的な見直し



次回の審議について（案）

１ 開催時期

平成１８年３月１５日～２８日の間

２ 主な検討事項

・施策の効果に関する評価について

・森林の有する多面的機能の発揮に関する検討事項について

・林業の持続的かつ健全な発展に関する検討事項について

他

注１ 具体的な日時等については別途調整の上連絡。

注２ 平成１７年度の森林・林業白書関係について審議を予定。
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